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Swimming class using flip teaching for the students for applying physical education 
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Abstract：This paper aimed to demonstrate improvement to a swimming class for 
studentds applying a physical education program in university education. These 
students of class have three study assignments. The first one is mastery to swimming. 
The second one is to master the teaching skills of swimming. The third one is to 
understand of water property. 
Characteristics of this class were using flip teaching and trial lesson. As a result, highly 
evaluated by the students participated in this class.
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Ⅰ．緒言
小学校、中学校、高校と12年間体育を受講

して、サッカーやバスケットボール、卓球な
どが得意でない生徒はいても、できない生徒
はいないと言って良い。しかし水泳は、不得
意というどころか泳げないという生徒が存在
する。スポーツが得意で保健体育の教員を目
指すような本学の学生であっても、泳げない
学生は少なくない。これは何を意味するの
か。水泳が特殊な運動で、他の運動とは別の
スキルを要する為なのか。それとも水泳指導
の技術が低い体育科教員が多く存在するから
なのか。以下の理由からそれは両方だと考え
られる。

例えば、サッカーをやってきて、水泳も
サッカー以外の種目と同様にある程度で
きる（泳げる）学生であっても、他の種目
（例えばバスケットボール）より水泳の指
導はハードルが高いと感じているようであ
る。どうも水泳は特殊性な運動と捉えてい
るようであり、その水泳の指導もしたがっ
て特殊であるとの意識があるように感じら
れる。また、水泳は得意だが、他の運動は
あまり得意ではないという学生も少なくな

い。そして、多くの運動種目を得意とする
体育教員でも水泳は苦手という教員も少な
くない1）2）。やはり水泳は他の運動とは別
のスキルや能力を要すると判断される。

一方で、水泳を指導するスイミングスクー
ルは、日本全国に展開されており、スイミン
グスクールに通っていたという学生は多く、
そういった学生は泳げることが多い。それを
踏まえると、学校体育の水泳指導によって泳
げるようになった学生はさらに絞られること
になり、体育教員の水泳指導が本来の役割を
果たせているとは言いがたいのではないだろ
うか。

しかしながら、文部科学省は学習指導要
領3）4）で、中等教育における体育教材とし
て「陸上競技・水泳・器械運動・球技・武
道・ダンス・体つくり運動・体育理論」の8
領域を提示しており、水泳は、その8領域の
1つに挙げられている。つまり、水泳は体育
の大きな柱であり、体育科教員（保健体育
科教員）にとって重要なものと位置づけら
れ、小学校および中学校1年生・2年生では
水泳は必修となっているのである。

島国であり、河川も多い我が国では、洪水
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や鉄砲水、津波などの災害や水難事故も多
い。平成28年度の水難事故は1505件で、水難
者は1742人、その内死者・行方不明者は816
人、また中学生以下のこどもは、162件で、
水難者は217人、内死者・行方不明者は31人
となっている5）。水難による不幸をさけるた
めにはまず、水に関して正く理解し、水を恐
れすぎず、油断しすぎず、水難に遭わないよ
うに行動する知識を持つ必要がある。それと
一定程度の泳力を身につけることにより、水
難時に落ち着いて行動し、水難を回避できる
能力を身につけることも必要であるとの意識
が強い。そのため、日本では水泳が必修にな
っており、教員採用試験のほとんどで水泳の
実技が含まれている。スイミングスクールも
全国に展開されており、そこに通うこどもが
多いのもそういった意識が社会的にある表れ
だと考えられる。

文部科学省も「水泳指導の手引き」6）で水
泳系の教育目標として以下のように示してい
る。
（1）水泳系で求められる身体能力を身につ

けること
（2）水中での安全に関する知的な発達を促

すこと
（3）水の事故を未然に防ぐ論理的な思考力

を育むこと
また、水泳は怪我の少ないスポーツである

が、事故が起こったときには死亡事故につな
がる大きな事故となる事が多い（水泳中の水
難者は全体の8.5%）。その多くは、水泳指導
者の過失が多く、指導する立ち位置や水底確
認（水中に潜って確認すること）の不備など
により、溺者の発見が遅れたことなどが原因
に挙げられる。

このように、水泳は学校体育の中で重要と
位置づけられており、死亡事故にも繋がりや
すい運動であるにも関わらず、前述したよう
な状況（泳げない生徒・学生が少なくない）
が現実である。これは、我々教員養成校が反
省すべきものである。

以上のことから、保健体育の教員養成校に
おける水泳の授業のあり方は重要であり、改
善が必要であると言える。つまり、教員を目

指す学生自身の泳力はもちろんであるが、ど
のように指導するのかという指導力の養成が
重要である。野村東子7）らによると50m以上
泳げるかどうかで、水泳指導の困難さが分岐
する。したがって、泳力は基本泳法であるク
ロールと平泳ぎにおいて50ｍを一定のレベル
で泳げるレベルとそれに伴う諸々のスキルを
最低限確保し、同時に模擬授業を行うことに
よって、水泳指導の方法とスキルを学ぶこと
が重要である。また、水や水泳に関する知識
も欠かせない。

保健体育の水泳指導の学習においては、文
部科学省の「水泳指導の手引き」があるが、
これは全140ページ（資料まで合わせると157
ページ）にも及ぶ。いくら教職を目指す情熱
あふれる学生とは言え、それらを全て読み込
んで、模擬授業を行うことは難しい。

そこで本研究では、水泳指導の模擬授業を
行うための資料「水泳　模擬授業の手引き」
を作成し、反転授業的に模擬授業を展開する
事により、水泳指導の能力を身につけると同
時に泳力を高めるように、水泳授業を行い、
その効果を検討した。

Ⅱ.　対象
S大学経営学部スポーツ経営学科に所属

し、水泳の授業を履修する2年生以上の学生
である。この授業は、教職課程の学生および
健康運動実践指導者の資格取得を目指す学生
を主眼においた授業である。履修者は16名
で、内14名が教職課程の学生、2名が健康運
動実践指導者を目指す学生である。ただし、
授業アンケートの回答者は12名である。4名
はアンケート実施時に運動部の大会があり、
欠席した（欠席した学生は別のグループの授
業に参加している）。
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Ⅲ.　講義の全体のアウトラインと概要
表1に授業のアウトラインを示す。

この授業は、1回目の1コマ以外は、外部の
プールにおいて、2コマ続き（90分×2）で行
っている。以下のアウトラインは18名で行う
時の例である。
（1）1回目（1コマ目）

ガイダンスを行う。講義の目的と内容を説
明し、模擬授業の担当を決める。履修者が21
名以上の時には、2グループに分け、隔週で
授業を行う。40名を超える時には、4年生を
優先して履修者を抽選で絞る。水や水泳に関
するテストのための資料を配付する。

模擬授業を行うこと、それにあたり各自「
水泳　模擬授業の手引き」をダウンロード、
プリントアウトし担当箇所をよく読んで、模
擬授業に当たること。わからないことは事前
に教員に質問すること。内容に関する質問は
当日は受け付けないことなどを説明する。
（2）2回目（2〜3コマ目）

【模擬内容：水中歩行①、けのびと立ち
方、呼吸・回転・スカーリング】

【実技チェック：逆立ち、ドルフィンリン
グ】

プール初回であるため、はじめにプールの
利用説明をしっかり行う。利用説明や模擬授
業のあり方の補足説明などに時間を確保する
ため、実技は簡単に説明でき、短時間で測定
が可能なものとして、逆立ち、ドルフィンリ

ングを行う。ドルフィンリングは、通常バブ
ルリングと呼ばれ、水中に潜って、泡のリン
グを口から出すものである。簡単にできて、
学生や生徒への受けもよい。水中に潜るの
で、水慣れの時期やアイスブレイクなどにも
利用できて便利な技である。

この回の「水中歩行」は、水中歩行を用い
たウォーミングアップをテーマにしている。
様々な歩き方、陸上とは違う歩き方の違いや
コツ、効果などを指導する。今後の授業での
ウォーミングアップにも活用される事になる
ことを学生には伝えてある。

けのび姿勢からの復帰（立つこと）は、安
心して水泳を行うための基本である。

また、次回の実技試験で前回りを行うた
め、クロールのフリップターンの前段階の練
習も含めた「回転」をここで行う。
（3）3回目（4〜5コマ目）

【模擬内容：水中運動①、平泳ぎ（キッ
ク）、平泳ぎ（ストローク、コンビネーショ
ン）】

【実技チェック：前回り4回連続、立ち泳
ぎ】

水中運動は移動（歩行）を伴わない水中で
のウォーミングアップとして行う。これも
授業の中のウォーミングアップに活用する事
を念頭に、初期のここで行っている。泳法の
指導はこの回から始まるが、まずは基本の平
泳ぎからである。同じく基本泳法であるクロ
ールではなく平泳ぎから始めるのは、平泳ぎ
の足の動きの学習には時間がかかることが多
く、学生の学習時間を長く取りたいという意
図からである。また、立ち泳ぎの実技チェッ
クを行うのは、その面からも平泳ぎの足の動
きの習得が必要であることを認識させたいと
の思いからである。平泳ぎの足のチェック
は、次回行う。ほとんどの学生は、それに向
けて自発的に練習を行っていた。それでもで
きない学生は、8回目の再計測までに授業の
合間時間に教員に指導を依頼したり、自習を
行ったりしていた。
（4）4回目（6〜7コマ目）

【模擬内容：タッチターン（平泳ぎを使っ
て）、平泳ぎ（上級）、クロールと背泳ぎの

講義回 概要

1 回目 ガイダンス

2 回目 模擬授業、実技チェック

3 回目 模擬授業、実技チェック

4 回目 模擬授業、実技チェック

5 回目 模擬授業、実技チェック

6 回目 模擬授業、実技チェック

7 回目 模擬授業、実技チェック

8 回目 再計測、補足、まとめ

定期試験 ペーパーテスト

表1　授業のアウトライン
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キック】
【実技チェック：平泳ぎ50ｍ計測、平泳ぎ

の足のチェック】
平泳ぎの50ｍを計測する。そのため模擬授

業内で、タッチターンのやり方、上級的な平
泳ぎの泳ぎ方を学ぶ。当然、その日だけでの
修得は難しいが、一通り頭で理解した後、計
測で自分のレベルを客観視することが、今後
の学習に重要であると考える。また、次回に
はクロールの計測も行うため、背泳ぎも含め
たキック（バタ足）のやり方も学ぶ。
（5）5回目（8〜9コマ目）

【模擬内容：水中歩行②、クロール（スト
ローク、コンビネーション）、クロール（上
級）】

【実技チェック：クロール50ｍ計測、顔上
げクロール15m、平泳ぎ25ｍを8掻き以内】

水中歩行の2回目の目的は、水中歩行によ
るコンディショニングを学ぶことである。な
ぜコンディショニングに役立つのかを学ぶこ
とは、水の特性を学ぶことにも繋がる。実技
では、平泳ぎ25mを8掻き以内で泳げるかを
チェックするが、これは大きくゆったり泳い
で、上級者っぽい泳ぎを生徒に見せられるよ
うにするためである。顔上げクロールはしっ
かりストロークをすることを学習することを
ねらいとしている。
（6）6回目（10〜11コマ目）

【模擬内容：フリップターン、背泳ぎ（ス
トローク、コンビネーション）、バタフライ
（キック）】

【実技チェック：フリップターン、クロー
ル25mを18掻き以内】

フリップターンとはクロールや背泳ぎで行
われる、前回りするターンの事である。世間
ではクイックターンと呼ばれている、水泳の
中でも目立つ技術である。2回目の回転の学
習とタッチターンでのターンの学習を活かし
て、ここでフリップターンの学習とチェック
を行う。また、クロール25mを大きくゆった
り泳いで、18掻き以内で泳ぎ切れるかをチェ
ックする。背泳ぎのストロークの学習を行
い、バタフライのキックであるドルフィンキ
ックの学習も行う。バタフライは非常に難し

い泳法であり、次回行うコンビネーションの
修得までは求めないが、ドルフィンキックは
他の泳法のスタート後やターン後に使用する
されることもあり、またドルフィンキックは
全身を動かすため、他のキックよりも高い運
動量が確保できる。そのため、せめてドルフ
ィンキックまでは修得することを目標として
いる。そのため、次回の実技チェックにはド
ルフィンキックのチェックが行われる。
（7）7回目（12〜13コマ目）

【模擬内容：水中運動②、エレメンタリー
バックストローク、バタフライ（ストロー
ク、コンビネーション）】

【実技チェック：ドルフィンキック、バサ
ロ10ｍからの背泳ぎ5m、再計測】

水中運動の2回目は、水中歩行の2回目と同
様コンディショニングをねらいとしている。
それと同時にリラクセーション法の学習も含
めている。水のゆらぎ、水面の煌めき、泡の
はじける音、これらは「1/fゆらぎ」とも言わ
れ、体、視覚、聴覚全てから癒やしの効果が
得られると言われている。また水圧により静
脈での環流もよくなりむくみが取れやすくな
り、関節への負担も減って体を緩めることに
は適した環境である。それらを学ぶことは、
水泳をスポーツや健康に活かすことにもつな
がり、同時に水の特性を学ぶ題材として適し
ている。

エレメンタリーバックストロークとは、最
小のエネルギーで泳ぎ続けるための泳ぎ方
であり、水難事故に遭ったとき、「浮いて待
つ」ための基本になり、身体を浮かせる感覚
や推進力を得る感覚の修得にも向いている。
さらに、横泳ぎや救助のための泳ぎ方の学習
の前段階としても有効な泳ぎ方である。

バタフライのコンビネーションは、修得を
目指すと言うよりは、泳法の理解と練習方法
の学習という向きが強い。バタフライは泳げ
なくても教員としてバタフライはどう泳ぐも
のなのか、どう練習するのかは知っておくべ
きである。
（8）8回目（14〜15コマ目）

【実技の再計測、補足・質疑応答、まと
め】
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7回目までの実技チェックで、不合格にな
った種目や、チャレンジしていない種目など
を学生の希望に応じて、計測を行う。また、
時間の許す限り7回目までの内容の補足およ
び学生からの質疑応答を行い、講義のまとめ
とする。
（9）定期試験

ペーパーテストにより、水および水泳に関
する知識のチェックを行う。

Ⅳ.　授業の特徴
この授業では、水泳指導のスキル向上の

ため、模擬授業を中心に行う。教材として
模擬授業に必要な内容をコンパクトにま
とめた「水泳　模擬授業の手引き」を使用
し、20分程度の模擬授業を行う。その際、
教材の読み込みおよび指導案作成は事前学
習とする反転授業の方法を採用する。模擬
授業は、泳法やそれに伴う諸々の技術の習
得方法の紹介も兼ね、その方法を知ること
で各自が自身の泳力向上を目指して、事後
学習としてセルフコーチングを行うことと
し、泳力向上のための練習は、授業内でほ
ぼ行わない。従って、実技チェックで合格
できないあるいは合格できなさそうなもの
は、自分自身で自分自身を指導する必要
があり、模擬授業を受けただけで終わらな
いようになっている。そのため、前項を見
てわかるように、実技チェックのタイミン
グが、それに関する模擬授業の前にならな
いよう組まれている。また模擬授業の後に
は、5〜10分程度の教員による解説と補足を
必ず行っている。

実技のレベルは、基本となるクロールと平
泳ぎで、50mをある程度の速さで泳げること
が基本であり、それに合わせてその他諸々の
技術（ターンや足の動きなど）を設定してい
る。（具体的な基準は表3を参照）また、泳
力のチェックだけでなく、水泳指導の際に生
徒の目を引く技術の習得なども促すように種
目と評価基準を定めている。

Ⅴ.　成績の評価について
（1）成績評価

評価は以下の3項目の総合評価で行い、100
点満点中、6割の60点を合格とする。

A.模擬授業の内容および生徒役として模擬
授業への取り組み姿勢

B.実技能力
C.水および水泳の特性に関する知識（ペー

パーテスト）
但し、A〜Cそれぞれに定められた基準以

上を2つの項目で獲得することが条件とな
る。例えば、総合得点で6割以上だったとし
ても、BとCで基準がクリアできていなけれ
ば、不合格となる。A〜Cそれぞれの基準は
以下の（2）〜（4）で説明する。
（2）模擬授業の評価（表2）

模擬授業の評価項目は、事前準備、動作ポ
イントの理解、言語的説明と示範的説明、練
習の組み立て順、観察とフィードバック、安
全確保の6項目である。それぞれA〜Fのラン
クに分けられ、Dにはバツが1つ、Fにはバツ
が2つつけられる。バツが3つ以上ある場合、
模擬授業は不可となる。模擬授業後の解説は
この6項目を含めて行う。

「事前準備」の項目を入れ、少し厳しめの
基準としている。これによって事前準備の
重要性を理解させることに繋がっている。こ
れを入れる前は「あまり読んでいませんでし
た」「読んだけど理解できませんでした」と
いう発現が見られたが、この項目を入れた後
ではほとんど無くなった。

「動作ポイント」の理解とは、例えばクロ
ールの手腕の動きであれば、手や腕がどのよ
うに動くかを正しく理解しているか、どこが
ポイントになるのかを理解しているかという
ことである。事前準備の項目と合わせて、十
分な準備を促す働きも意識している。

「言語的説明と示範的説明」は、指導中一
致していなければならない。例えば背泳ぎで
「腕を伸ばして入水」と言っているのに、模
範となるべき指導者の動きが「腕が曲がった
状態」を示してはならないのである。これは
自身が専門としない種目においては多々見ら
れるため、それを意識して動き作りをしてく
ることを意図している。

「練習の組み立て順」とは、泳法や技術の
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習得の練習が効果的に組み立てられているか
どうかである。なぜその順番で行うのか、バ
イオメカニクスや学習理論などを踏まえて、
もしくはそういった学習がまだであれば自身
の頭でよく考えながら、組み立てる事が必要
であり、教員は体育の専門家としてそうある
べきであると考えている。従って、模擬授業
後の解説においても、疑問があればなぜその
順番で行ったのかを問い、論理的に説明でき
なければならないとしている。その論理が合
っているかどうかは、評価に大きく影響しな
い。後で行う教員の解説で理解してもらえれ
ば良いからである。

「観察とフィードバック」は、模擬授業内
での行動に主眼を置いた評価項目である。体
育やスポーツの指導者の中には、「次はこれ
をやります。ヨーイドン」と言ったきり、や
っているのを眺めているだけのことがある。
しかし、技術・技能の修得には、生徒の動き
をよくよく観察し、その動きを正しくフィー
ドバックすることが大事である。例えば「今
肘が曲がっていたよ」などと客観的事実を動
作ポイントと比較して的確に示さなければな
らない。この授業は2年生科目であり、運動
指導の学習としてはまだ前半の学生がほとん
どである。じゃあどうすればその動きを改善

事前準備 動作ポイントの
理解

言語的説明と
示範的説明 練習の組立順 観察と

フィードバック 安全確保

A 十分 動きの本質から
理解している

一致している
ともに

わかりやすい

理に
かなっている

的確な位置から
観察し、
こまめに

フィードバック
している

視野が広く、
声かけも十分

B 支障なし
やや理解

できており
記憶している

一致している
ともにやや

わかりやすい
流れが良い

様々な位置から
観察し、

フィードバック
も行っている

視野の広さ、
声かけとも
ある程度OK

C 模擬授業の一部
に支障あり

表面的に理解し
記憶はしている

おおよそ一致
している

わかりにくい
部分が少しある

問題があるとは
言えない

様々な位置から
観察して
いるが、

フィードバック
が適切でない

視野の広さ、
声かけの

どちらかは
出来ている

D 模擬授業の多く
に支障あり

理解が曖昧で
ある

ややずれがある
あるいは
どちらか

がわかりにくい

やや問題がある 観察が甘い
視野の広さも

声かけも
いまひとつ

F 模擬授業全てに
支障あり

ほとんど
理解してない

ずれている
あるいは
ともに

わかりにくい

問題がある 観察が
できていない

ほとんど
出来ていない

備
考

下調べ、道具の
準備、指導のシ
ミュレーションな
どができている
か
行き当たりばった
りの指導は×

手の向きや動き
など

声の 大きさ、明
確さ
言葉遣い
生徒との位置関
係
立ち位置、見せる
角度
動作の正確性

その順で行う必
然性。
ステップ幅の適切
さ。

段取は事前準備
に含む

観察＝観察位置、
観察方法
水 上から、水中
からの観察
立ち位置、視 野
の広さ
フィードバック＝
観察した情報か
ら生徒に適切に
情報を返すこと

全 体 を 見 回 し、
危険なことには注
意すること

表2　模擬授業の評価基準
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できるのかというアドバイスについては、ま
だ様々な学習を待たねばならないため、フィ
ードバックまでをしっかり行うことに重点を
置いている。

「安全確保」は、最も重要な項目である。
視野を広く持っているかが特に重要で、例え
ば体育館での指導では、スポットとワイドの
切り替えだけで済むが、水泳では、深さも必
要である。すなわち、水の上から見るか、水
中に潜って見るかである。こまめに視点を変
えながら、声かけを行い、安全に水泳指導を
行えるかを評価する。この項目は、その大切
さが伝わらないのが今後の課題である。

（3）実技能力の評価について
50mクロール、50m平泳ぎ、フリップター

ン、平泳ぎの足、立ち泳ぎ、ドルフィンキ
ックの6種目について、それぞれ段階的な評
価基準を設け（表3）、Dランクには×が一
つ、Fランクには×が二つ与えられ、×が3つ
ある場合合計点が50点未満の場合は、実技能
力は「不合格」となる。

ただ、Sランクは12点、Aランクは10点、B
ランクは8点、Cランクは6点となっており、6
種目全部Cランクだった場合は48点となり、
合格ラインの50点に達しない。そのため「実
技チャレンジメニュー」という項目を定め

1．50m
クロール 2．50m平泳ぎ 3．フリップ

ターン 4．平泳ぎの足 5．立ち泳ぎ 6．ドルフィン
キック

（男） （女） （男） （女）
（クロール→

ターン→
けのび）

（30秒間） 15m

S
（12） 33″0 35″0 40″0 42″0 素早くスムーズに

できる

ウィップ動作、キック
後の腰の浮上、十分な
グライド、全てできる

掌を水面に出して 3 パターンとも
15mできる

A
（10） 39″0 42″0 47″0 50″0 スムーズにできる

あおり足でなく、
上記のいずれか
ができている

手だけ or 足だけ
2 パターンで 15m
できる 1 パターン
で 10mできる

B
（8） 50″0 55″0 55″0 1′00″0 何とかできている

コンビネーション
泳でもあおり足に
ならない

口が一度も
沈まない

2 パターンで
15mできる

C
（6）1′03″0 1′08″0 1′08″0 1′18″0

前回りをして、足
をかべにちゃんと
つけられる

板キックではあお
り足にならない たまに鼻が沈む 1 パターン 15m1

パターン 10m

D
（4）1′10″0 1′20″0 1′20″0 1′30″0 前回りだけは

できる

あおり足だが、板
キックで 25m 進
むことができる

たまに目が沈む 1 パターンは 15m
できる

F
（0） D 以下 D以下 D 以下 D 以下 できない

あおり足になって
いて、板キックで
進めない

頭が水没する 1 パターンも 15m
できない

備
考

D のタイムより遅い場合は F 評価。
途中で足をついた場合、1 回につき
2 秒を加える。

まっすぐ前回り
体を小さくして回
る
足はつま先を上に
して蹴る
けのびしながら体
をひねる
けのびは目標 5m

膝を曲げたとき
・膝は開かず、
踵、つま先が外に
なる
・足首は伸ばさ
ず、90°に曲げる
つま先は弧を描く
ように後方斜め
下に蹴り腰からつ
ま先までをまっす
ぐにするキックの
反動で腰が浮上
する

30 秒間口を水面
に出したまま立ち
泳ぎをする

１．水中を潜って
２． 水 面を板を
使って
３．背面ドルフィ
ンキックで

表3　実技の評価基準
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（ 表4）、チャレンジするかは自己判断だ
が、達成する毎に1種目2点が追加される仕組
みになっている。チャレンジメニューの中に
は、直接水泳の指導には関係ないが、教員に
なったとき生徒の興味を引くようなスキルも
含まれている。例えば、ドルフィンリング（
一般的にはバブルリング）は、結構簡単にで
きて楽しい。そのため、水に不慣れな生徒を
潜ったり、呼吸を調整したりする遊びとして
役に立つことがある。
（4）水及び水泳の特性に関する知識の評価
について

講義の1回目（ガイダンス）に、水および
水泳の特性に関してまとめた資料を配付す
る。内容は大きく分けて、以下の3つでA4一
枚にまとめたものである。

①水の物理的特性に関する知識（抵抗、浮
力、熱伝導率など）

②水中運動の生理学的特性に関する知識
（呼吸循環、トレーニング効果など）

③水泳・水中運動の医学的な知識（怪我や
病気など）

学生には、この資料からペーパーテストの
問題を出すこと、最低限資料全て覚えるこ
と、教員志望者は覚えるだけでなく、なぜな
のか、どう対処するのかまでを調べて理解し
てくること、と伝える。また、調査した内容
について理解できないことがあればいつでも
質問を受け付けるが、調査もしていない質問
には答えないことも同時に伝えた上で、学期
末の定期試験により、6割以上の得点をこの
項目の合格とする。

Ⅵ.　「水泳　模擬授業の手引き」について

（1）目次
第一部　指導内容について
1.水中ウォーキング
2.水中運動
3.けのびと立ち方
4.呼吸・回転・スカーリング
5.平泳ぎ（キック、ビート板）
6.平泳ぎ(ストローク、コンビネーション）
7.平泳ぎ（上級）
8.クロールと背泳ぎのキック
9.クロール（ストローク、コンビネーション）
10.クロール（上級）
11.背泳ぎ（ストローク、コンビネーション）
12.背泳ぎ（上級）
13.バタフライ （キック）
14.バタフライ
　（ストローク、コンビネーション）
15.タッチターン
16.フリップターン
17.エレメンタリーバックストローク
第二部 模擬授業について補足
1.模擬授業方法の諸注意
2.参考資料
3.今までの模擬授業NG例

（2）概説
講義は市営の屋内プールを借りて行ってい

る。プールの施設の関係もあり、講義の定員
を20人に設定してある。また同様の理由によ
り、プールの利用は2限（90分×2）続けて行
っている。プールでの講義は、約3時間を7回
行うことになるが、実技能力のチェックもあ
るため模擬授業を行えるのは6回である。全
員が模擬授業を行い、かつ水泳の内容を網羅

バタフライで 25m 泳げる
（個人メドレーのテストと

兼ねる）

個人メドレー100m泳げる
（バタ、背、平、クロール）

逆立ち
5秒以上まっすぐ保てる

前回り、足をつかずに
連続4回転

バサロを 10m したあと
背泳ぎにつなげられる

（15m）
ドルフィンリングが作れる クロール・背泳ぎひねり

10回転以上できる
水中で仰向けになり、
鼻をつままないで6秒

ヘッドアップクロール
完全に口まで出して

15m 泳げる

クロール25mを
18ストローク以内泳げる

平泳ぎ25mを
8ストローク以内で泳げる 水を使った何かしらの特技

表4　実技チャレンジメニュー（各2点）
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設問（強くそう思う＝ 4、そう思う＝ 3、あまりそう思わない＝ 2、全くそう思わない＝ 1）

1. 授業の内容や目的は明確であり、進め方も適切である。 3.82

2. 授業はいつも定められた時刻に開始し、終了する。 3.82

3. 使用した教材の種類、内容、量等は適切である。 3.73

4. 授業はシラバスに沿って進められている。 3.82

5. 授業は聞き取りやすい。 3.82

6. 授業は、私語や居眠りなどを放置しないなど、しっかりとしたクラス管理の下に進め
られている。

3.82

7. 先生と学生の間には円滑なコミュニケーションがあり、学生の質問や意見に十分応え
ている。

3.82

8. 授業では学生自身に理解させたり考えさせたりする工夫がある。 3.82

9. 学生の興味や関心を引き出すための意欲が、授業の内容や方法に反映している。 3.82

10. 授業は学生の理解度に配慮して進められている。 3.73

11. 総合して、この授業は自分にとって有意義である。 3.82

するよう模擬授業の内容を分けるため、1回
の模擬授業は20分程度と定めている。目次を
見ると17項目しかないが、水中運動と水中ウ
ォーキングが実質2つに分けられるため実質
19項目となる。20人の履修生がいた場合はそ
れに加え、泳法解説という内容を加えたり、
学生と相談し、同じ事を2回行ったりするこ
とにしている。反対に人数が少なかったとき
は、模擬授業において水泳の内容全体を網羅
することができないが、その場合は担当教員
（大学の教員）が指導を行うことでフォロー
している。

第一部では、指導する各内容について説
明している。内容毎に、初心者対象、中級
者対象、上級者対象などと、対象を分け
て、模擬授業を行う学生（先生役）の課題
と生徒（役）がどのようになる事を目指す
のか、学生がイメージをしやすいようにし
ている。模擬授業では、生徒役への課題や
めあてなどを具体的に定め、それができる

ようになる練習を展開する事としている。
また、模擬授業で説明すべき技術のコツや
練習のポイントなどについても説明を図解
して入れている。

第二部は、学生が模擬授業までにどのよ
うに何を準備するべきかのアウトラインと
模擬授業全般に関する注意事項や資料を載
せている。例えば、「模擬授業は20分とす
る」、「模擬では、反復練習はやったこと
にして、反復は省略する」などである。ま
た、今までの講義で先輩達が失敗した例を
NG集として載せることにより、注意喚起を
している。

Ⅶ.　授業アンケートの結果
授業アンケートの結果を表5に示す。各項

目、4段階評価であり4が満点である。その結
果、全ての項目において「4」と「3」のみで
あり、平均点も3.73以上と非常に高い結果と
なった。

Ⅷ.　授業アンケートの結果（記述式）
記述式のアンケート結果を以下に示す。

【1.この授業で良いと思ったことは何です
か。】	
（1）教師を目指すうえで実際に自分で指導

し、授業の体験ができたこと。
（2）細かいポイントが説明される。
（3）わからないところを丁寧に教えてくれ

る。
（4）自分で頑張ろうと思える。

表5　授業評価の結果
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（5）泳ぎ方のポイントなど、しっかりと教
えてくれる。

（6）クロールやひらおよぎなどの正しい泳
ぎ方を学べ、指導方法などを学べるとこ
ろ。

（7）生徒に水泳の授業をやらせるという事
で教職の目的に合っていると思う。

（8）今まで一度もできなかった技が先生の
指導を受けて初めてできるようになりま
した。

（9）できないことがあったときにわかりや
すく教えてくれる。

（10）細かいポイントまで、教えてくれる。
（11）泳ぎが上手になれた気がする。
（12）模擬授業をやらせてもらえること。
【2.この授業で改善が必要だと思ったことは

何ですか。先生に要望することがあったら
それも記入して下さい。】

	 一人も記入なし
【3.この授業であなた自身が反省することは

何ですか。】	
（1）模擬授業での調べ学習が足りなかっ

た。
（2）模擬授業が納得のいくものにならなか

った。
（3）模擬授業の内容の準備が足りない。
（4）模擬授業をもう少ししっかりやりたか

った。
（5）欠席が多くなってしまったこと。
（6）自分にできない技をもっとたくさん練

習すれば良かった。
設問1の回答を見ると、教職として役に立

つ、頑張れる、上達できるといった評価が主
であり、概ねこの授業の目的に適っていると
言える。

設問2には、回答がなく、この授業の改善
点の指摘は特になかったが、これは授業の仕
組みが多少複雑であるため、どう指摘すれば
わからなかった可能性は排除できないが、大
きな問題は無かったことは明らかである。

設問3では、準備不足だったというコメン
トが2つあった。模擬授業や授業で学生と接
している中では、準備不足を言う学生はいな
かった。また、教員の目から見ても準備不足

は感じなかった。それにも関わらずこういう
コメントが出たのは、もっと良い模擬授業を
しなければならないという前向きな意識がこ
のコメントを導いたのではないかと考えられ
る。

Ⅸ.　まとめ
今回自作した「水泳　模擬授業の手引き」

を用いて、保健体育の教員を目指す学生に対
し、泳力の向上、指導能力の獲得、水に関す
る知識の理解の3つを柱に水泳の授業を行っ
た。学生の授業評価アンケートの結果、授業
に対する満足度は高く、教職を目指す学生の
水泳の授業として役に立つものとなった。
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